
アクリル覗きケース

L什器：木棺用ケース×1台（2700 ×1200 ×970　展示有効目安.2600 ×1100 ×810 ）

K什器：木製ミイラ用ケース×1台（2300 ×1700 ×910　展示有効目安.2200 ×1600 ×460 ）

N什器：男子ミイラ衣装用ケース×1台（2500 ×1300 ×1160　展示有効目安.2400 ×1200 ×460 ）

J什器：人物像用ケース×1台（3500 ×1000 ×895　展示有効目安.3400 ×900 ×440 ）

M 什器：嬰児ミイラ用ケース×1台（1200 ×900 ×965　展示有効目安.1100 ×800 ×410 ）

I什器：綴織用ケース×1台（1750 ×1450 ×810　展示有効目安.1650 ×1350 ×210 ）

O什器：家屋模型用ケース×1台（1800 ×1100 ×1200　展示有効目安.1700 ×1000 ×500 ）

A什器：行灯ケース×11台（900 ×900 ×2450　展示有効目安.780 ×780 ×1350 ）

受付（チケット売場）

B什器：覗きケース×6台（1800 ×900 ×1200　展示有効目安.1660 ×760 ×400

C什器：ハイケース1×2台（3000 ×900 ×2450　展示有効目安.2820 ×750 ×1600 ） ：正面のみガラス

D什器：ハイケース2×6台（1800 ×900 ×2450　展示有効目安.1620 ×750 ×1600)  ：正面のみガラス

E 什器：行灯ケース×7台（870×87 0×2000　展示有効目安.750 ×750 ×980 ）

F 什器：行灯ケース×1台（102 0×102 0×2000　展示有効目安.900 ×900 ×980 ）

G 什器：行灯ケース×5台（192 0×87 0×2000　展示有効目安.1800 ×750 ×980 ）

H 什器：行灯ケース×1台（192 0×1025 ×2000　展示有効目安.1800 ×900 ×980 ）

A3表示
1：200

17.9.30
岡山市デジタルミュージアム

4F

W ：10800

17.12.22

D：978

H：3058（2400 手前）

W：5125

D：1128

H：3058（2400 手前）

×3

展示室入口
（自動ドア）

（単位：mm ）

　　搬入口

（開場時締切）

非常口

講義室

男子トイレ女子トイレ

ロビー

　

4 階入口

（自動ドア）

り
よ
階
２

へ
階
５

4階エスカレーター踊場

絡
連
階
５
・
４

ベ
レ
エ

 

多目的
トイレ
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締切（PS）

：周囲４面と上部の計５面がガラス

※他に、本来常設展用ケースだが、企画に使えるもの
・引出付のぞきケース・・・外寸：W2100×D900×H1200(展示有効目安：W1980×D720×H300）
・引出付ハイケース　・・・外寸：W3000×D900×H2450(展示有効目安：W2820×D750×H1300）

ハイケースは、前面のみガラス、背面は釘等が打てる壁、背面上部にはピクチャーレール
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AまたはEのケース BまたはGのケース

Hのケース
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造山古墳
の模型

形象埴輪の展示 形象埴輪の展示

チラシ、広報物

バナー 600×1800
第１章　古墳と古墳時代の始まり

バナー 600×1800
第2章　古墳時代前期

バナー 600×1800
第3章　造山古墳の時代 ー 二頭政治 ー

バナー 600×1800
大型古墳のレーザー測量

バナー　天井吊り
造山古墳の模型

→
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大型パネル１・A1タテ
・・・開催にあたって

大型パネル２・A1タテ
古墳と古墳時代の始まり

大型パネル３・A1タテ
第2章　古墳時代前期ー大型古墳のレーザー測量ー

大型パネル４・A1タテ
第3章
造山古墳の時代 ー 二頭政治 ー

中型パネル1・B2タテ
吉備と邪馬台国

中型パネル２・B2タテ
なぜ？大和に邪馬台国があったと考えられるのか

中型パネル3・B2タテ
円筒埴輪の見方

中型パネル4・B2タテ
造山古墳群

中型パネル5・B2タテ
形象埴輪

中型パネル6・B2タテ
榊山古墳と千足古墳

中型パネル7・B2タテ
造山古墳群の観光整備と史跡整備

中型パネル8・B2タテ
大型古墳のレーザー測量調査
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岡山城再建天守鯱瓦

岡山城再建天守模型

岡山城ペーパークラフト各種による展示

絵  図：3006×2304
ボード：何枚か組合わせて
　　　 W3006以上×H2400未満(2304以上)

絵  図：W1900×H2352
ボード：何枚か組合わせて
　　　 W1900以上(2400未満）
　　　　×H2400未満(2352以上)

（
床
面
）牙
城
郭
櫓
実
測
図

壁
面
展
示（
左
か
ら
）

床面展示（左から）・宇喜多直家書状
・宇喜多秀家黒印状
・豪姫小袖下布切

・宇喜多五郎衛門
  入道宝昌寄進状
・直家木像写真
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